
松江事業場実験系廃棄物等及び排水等に関する管理規程 

（平成１７年島大規則第７５号） 

（平成１７年 ９月２６日制定） 

〔令和２年１２月２８日最終改正〕 

（趣旨）  

第１条 この規程は，島根大学松江事業場（以下「松江事業場」という。）における教育研究

活動等により発生する実験系廃液及び実験系廃棄物（以下「実験系廃棄物等」という。）並び

に排水等に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（定義）  

第２条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。  

一 実験系廃液 実験に使用した薬品廃液及び実験器具等の１次洗浄水・２次洗浄水，その他実

験に用いた液体及び課外活動等により発生した写真廃液等で島根大学「実験系廃液・廃棄物管

理手引き」松江事業場用（以下「管理手引き」という。）に定めるものをいう。  

二 実験系廃棄物 実験活動により発生した薬品付着物及び不要となった廃棄物で管理手引き

に定めるものをいう。  

三 事業系廃棄物 実験系廃棄物以外の廃棄物で管理手引きに基づいて廃棄するものをいう。

（工事に伴って排出される廃棄物は除く。）  

四 排水等 実験に用いた水及び実験器具等の３次洗浄水以後の実験廃水，その他，生活排水及

び雨水排水を総称していう。 

（対象部局）  

第３条 対象部局は松江事業場に所在する部局，理事又は副学長の下に置く部及び監査室とす

る。 

（特別管理産業廃棄物管理責任者）  

第４条 松江事業場に，廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号。以

下「法律」という。）第１２条の２第６項に規定する特別管理産業廃棄物管理責任者（以下「特

管責任者」という。）を置く。  

２ 特管責任者は，学長が任命する。  

３ 特管責任者が病気，事故その他やむを得ない事情によりその職務を行うことができないと

きは，その期間中その職務を代行させるため，廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭

和４６年厚生省令第３５号）第８条の１７の資格を有するものから学長が任命する。  

４ 特管責任者の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の特管責任者の任期は，前

任者の残 任期間とする。 

（特管責任者の職務）  

第５条 特管責任者は，松江事業場の実験系廃棄物等及び排水等の管理及び処理について次の

各号により行うものとする。  

一 特管責任者は実験系廃棄物等の排出状況を把握しなければならない。  

二 特管責任者は実験系廃棄物等の処理計画を立案し，適正な処理を推進しなければならない。  



三 特管責任者は実験系廃棄物等又は排水等の管理及び排出について不適正な状況を確認した

場合は，島根大学松江事業場化学物質等管理委員会（以下「委員会」という。）の議を経て，

当該部局等の長に改善及び実験活動の停止を命令することができる。ただし，緊急を要する場

合は，委員長と協議のうえ当該部局等の長に当該命令を発することができる。  

四 特管責任者は前号に定める命令を発した場合は速やかに学長に報告しなければならない。  

五 特管責任者は当該部局等の長から改善処置の報告を受けた場合は意見を添えて，学長及び

委員長に報告しなければならない。 

（環境安全施設主任者及びその職務）  

第６条 環境安全施設に，環境安全施設主任者（以下「施設主任」という。）を置く。  

２ 施設主任は，実験系廃棄物等の受入及び管理等を行うとともに，特管責任者の職務を補助

する。  

３ 施設主任は，特管責任者の推薦に基づき，学長が任命する。  

４ 施設主任の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の施設主任の任期は，前任者

の残任期間とする。 

（管理手引き）  

第７条 特管責任者は，管理手引きについて，委員会と協議し，別に定めるものとする。 

（部局等の長の職務） 

第８条 部局等の長は，実験系廃棄物等及び排水等の管理及び排出が的確に行えるよう次の各

号に掲げる措置を講じるものとする。  

一 当該部局において実験活動を行う者に対して，第９条に定めることについて周知し，ある

いは必要に応じて教育しなければならない。  

二 当該部局等における実験廃水の検水桝内の水質が，公共下水道排除基準に適合するように

努めなければならない。  

三 当該部局等におけるその他の排水の水質が，公共下水道排除基準に適合するように努めな

ければならない。  

２ 部局等の長は，第５条第３号に定める命令を受けた場合は速やかに改善処置を行い，処置

方法について特管責任者に報告しなければならない。 

（実験系廃棄物等の管理及び処理処分） 

第９条 各部局等から発生する実験系廃棄物等については，次の各号により保管及び管理し，

搬出しなければならない。  

一 実験活動を行う者は管理手引きに従い，実験系廃棄物等を適正に保管及び管理しなければ

ならない。  

二 前号により保管された実験系廃棄物等は，定期的に環境安全施設または指定場所に搬出し

なければならない。  

２ 次の各号に掲げる化学物質は，環境安全施設へ搬入してはならない。使用者は各部局等事

務と協議の後，施設企画課へ処理処分を依頼する。ただし，処理処分費用については依頼者が

負担すること。  



一 液体及び固体等の不要薬品  

二 固体反応生成物  

三 自己分解爆発性物質  

四 反応性危険物質  

五 禁水性物質  

（環境安全施設への搬入）  

第１０条 管理手引きにより保管された実験系廃棄物等は，指定された日時に，環境安全施設

へ所定の各搬出票を添えて搬入しなければならない。  

２ 実験系廃棄物等の搬入に当たっては，担当職員及び法律第１２条の２第３項に規定する外

部委託業者の指示に従うものとする。 

（実験系廃棄物等の処分）  

第１１条 環境安全施設担当部署は実験系廃棄物等を保管し，外部委託業者を通じて構外に搬

出し，適正に処理及び処分をする。 

（水質検査）  

第１２条 特管責任者は，各部局から排出されている排水等の水質を定期的に検査しなければ

ならない。  

２ 前項の規定による検査の実施細目は，財務部施設企画課と協議し，特管責任者が別に定め

る。 

（雑則）  

第１３条 この規程に定める事項を変更するときは，あらかじめ委員会の議を経るものとする。 

 

附 則  

１ この規則は，平成１７年９月２６日から施行する。  

２ 島根大学実験廃液処理及び排水水質管理規則（平成１６年島大規則第９３号）は廃止する。 

附 則 （平成１８年３月２２日一部改正） 

この規則は，平成１８年４月１日から施行する  

附 則 （平成１９年３月２６日一部改正） 

この規則は，平成１９年４月１日から施行する  

附 則 （平成２０年４月２２日一部改正） 

この規則は，平成２０年４月２２日から施行し，平成２０年４月１日から適用する。  

附 則 （平成２０年７月２２日一部改正） 

この規則は，平成２０年７月２２日から施行する  

附 則 （平成２２年６月２２日一部改正） 

この規則は，平成２２年６月２２日から施行する。  

附 則 （平成２３年５月２４日一部改正） 

この規則は，平成２３年５月２４日から施行し，平成２３年４月１日から適用する。  

附則（平成２４年３月１９日一部改正） 



この規則は，平成２４年４月１日から施行する。 

附則（平成２５年３月１４日一部改正） 

この規則は，平成２５年４月１日から施行する。 

附則（平成２５年１０月１５日一部改正） 

この規則は，平成２５年１０月１５日から施行する。 

附則（平成２６年１月２９日一部改正） 

この規則は，平成２６年２月１日から施行する。 

附則（平成２６年３月１９日一部改正） 

この規則は，平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 （平成２７年３月３日一部改正） 

１ この規則は，平成２７年４月１日から施行する。  

２ この規則施行の際，現に特管責任者及び施設主任である者の任期は，同条第４条第４項，

第６条第４項の規則にかかわらず，平成２８年３月３１日とする。 

附  則（平成２７年９月３日一部改正） 

この規則は，平成２７年９月３日から施行し，平成２７年４月１日から適用する。 

附 則（平成２７年１０月１日一部改正） 

この規則は，平成２７年１０月１日から施行する。 

附 則（平成２９年３月２１日一部改正） 

この規則は，平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年３月２０日一部改正） 

この規則は，平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（平成３１年３月２２日一部改正） 

この規則は，平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年１０月１５日一部改正） 

この規則は，令和元年１０月１５日から施行する。 

  附 則（令和２年１２月２８日一部改正） 

この規則は，令和３年１月１日から施行する。 

 


